


　

医
療
法
人
名
南
会
第
５
次
中
期
計
画
を
第

44
回
定
時
総
会
で
確
立
し
、
中
期
計
画
に
沿
っ

た
前
進
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
２
０
０
９
年

６
月
に
は
理
事
長
・
両
病
院
長
・
施
設
長
が
交

代
し
、
法
人
・
病
院
・
老
健
の
新
し
い
管
理
体

制
の
確
立
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
年
に
、
名
南

会
創
設
か
ら
力
を
尽
く
さ
れ
た
芝
野
相
談
役
、

現
在
の
名
南
会
を
築
か
れ
た
田
渕
名
誉
理
事

長
を
相
次
い
で
失
い
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
芝

野
相
談
役
と
田
渕
名
誉
理
事
長
の
名
南
会
と

地
域
に
対
す
る
思
い
を
受
け
継
ぎ
、
さ
ら
に
地

域
の
期
待
に
応
え
る
名
南
会
と
し
て
前
進
を

か
ち
と
る
決
意
を
全
役
職
員
、
そ
し
て
社
員
の

み
な
さ
ん
と
と
も
に
固
め
合
い
ま
し
ょ
う
。

　

地
域
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
ふ
れ
あ
い

ヴ
ィ
レ
ヂ
の
オ
ー
プ
ン
と
名
南
診
療
所
へ
の
併

設
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
名
南
わ
い

わ
い
広
場
と
あ
わ
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
地
域
の
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中
期
計
画
に
そ
っ
た

新
た
な
管
理
体
制
の
も
と
、

地
域
の
期
待
に
応
え
る
名
南
会
へ

　

医
療
法
人
名
南
会
に
と
っ
て
老
健
か
た
ら

い
の
里
開
設
以
来
６
年
ぶ
り
の
新
規
事
業
と

な
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
庵
の
開
設
が
11
月
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
開
設
に
向
け
て
職
員
と
地
域
の

方
々
に
よ
る
地
域
訪
問
行
動
が
、
暑
い
季
節
に

も
か
か
わ
ら
ず
旺
盛
に
展
開
さ
れ
、
事
業
の
成

功
に
つ
な
げ
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
で
は
、
建
物

に
あ
ふ
れ
る
参
加
者
で
祝
賀
会
を
行
い
、
生
活

リ
ハ
ビ
リ
を
重
視
し
た
通
所
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
３
月
度
の
通
所
利
用
者
が
50
名

で
、
前
年
同
月
の
通
所
リ
ハ
利
用
者
数
14
件
か

ら
大
き
く
伸
ば
し
、
着
実
に
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
名
南
診
療
所
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
庵

を
あ
わ
せ
た
３
月
度
単
月
事
業
収
益
は
、
前

年
比
１
２
１
％
、
３
７
４
万
円
の
増
加
と
な
っ

て
い
ま
す
。

新
規
事
業
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
庵
の
開
設

ふ
れ
あ
い
ヴ
ィ
レ
ヂ
が
オ
ー
プ
ン
、地
域
と

と
も
に
歩
む
名
南
会
の
更
な
る
発
展
へ
。

地
域
か
ら
の
資
金
協
力
も
大
き
く
前
進
。

　

２
０
０
９
年
度
の
医
療
法
人
名
南
会
に

と
っ
て
、
医
師
研
修
が
活
発
に
行
わ
れ
た
こ
と

も
大
き
な
特
徴
と
な
り
ま
す
。
１
年
目
の
早

川
モ
モ
医
師
、
３
年
目
の
近
藤
知
雄
医
師
、
５

年
目
の
中
島
千
雄
医
師
の
研
修
ス
タ
ー
ト
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
高
木
万
起
子
医
師
が
消

化
器
内
科
中
期
研
修
か
ら
４
月
に
帰
任
し
、

２
０
１
０
年
度
の
医
療
活
動
の
前
進
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
名
南
病
院
で
は
、
糖
尿
病
学
会
認

定
教
育
施
設
の
認
定
が
、
市
内
９
番
目
の
施

設
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
看
護
師
新
卒
確

保
に
奮
闘
し
、
目
標
６
名
を
達
成
し
ま
し
た
。

高
校
生
１
日
看
護
体
験
や
合
格
お
め
で
と
う

会
、
国
試
講
座
な
ど
看
護
学
生
対
策
が
強
ま

り
、
看
護
奨
学
生
も
増
え
て
い
ま
す
。
職
員
育

成
委
員
会
の
活
動
も
強
ま
り
ま
し
た
。

医
師
研
修
の
前
進
に
よ
り
、

活
発
な
医
療
活
動

　

ガ
ン
医
療
の
前
進
も
大
き
く
進
み
ま
し
た
。

胃
ガ
ン
・
大
腸
ガ
ン
な
ど
消
化
器
ガ
ン
へ
の
腹

ガ
ン
医
療
、
在
宅
と
病
棟
と
連
携
強
化

　

２
０
０
９
年
度
決
算
で
は
、３
３
，３
５
６
，

９
７
７
円
の
当
期
純
利
益
と
な
り
ま
し
た
。

医
療
経
営
の
き
び
し
さ
が
伝
え
ら
れ
る
中
、

こ
れ
ま
で
報
告
し
た
活
動
の
前
進
に
よ
り
、
２

０
０
９
年
度
は
事
業
収
益
を
前
年
比
１
０
２
・

６
％
と
伸
ば
し
、
経
常
利
益
も
８
，
８
４
１
万

円
と
前
年
比
１
０
７
％
を
実
現
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、目
標
に
は
到
達
せ
ず
、

資
金
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
管
理
を

強
め
、
２
０
１
０
年
度
予
算
達
成
に
理
事
会

と
事
業
所
で
力
を
あ
わ
せ
た
い
と
決
意
し
て

い
ま
す
。
資
金
の
課
題
で
は
、
協
同
基
金
の
ご

協
力
が
極
め
て
重
要
で
す
。
健
康
友
の
会
の

拡
大
と
あ
わ
せ
て
法
人
全
体
で
１
億
円
の
目

標
を
か
か
げ
て
い
き
ま
す
。
職
員
と
地
域
の
み

な
さ
ん
の
大
き
な
運
動
で
目
標
を
達
成
め
ざ

し
て
い
き
ま
す
。

２
０
０
９
年
度
決
算

及
び
財
務
報
告
に
つ
い
て

●
新
任
理
事

●
退
任

森　
　

久
勝

（
南
区
・
豊
在
住
）

吉
田　

俊
二

（
南
区
・
道
徳
通
在
住
）

加
藤　

平
雄

（
中
川
区
か
の
里
在
住
）

森　
　

雅
欣

（
中
川
区
一
色
新
町
在
住
）

細
江　

正
哉

（
常
勤
・
名
南
介
護
老
健

  

か
た
ら
い
の
里
施
設
長
）

渡
邊　

三
恵
子

（
常
勤
・
名
南
ふ
れ
あ
い
病
院

  

総
看
護
課
長
）

田
渕　

哲
雄

（
２
０
０
９
年
12
月
20
日
逝
去
）

奥
山　

キ
ク

（
理
事
会
規
定
に
よ
る
定
年
退
任
）

加
藤
カ
ズ
子

（
理
事
会
規
定
に
よ
る
定
年
退
任
）

家
田　

一
文

（
施
設
長
解
任
に
よ
る
退
任
）

清
原　

雪
子

（
役
職
退
任
に
よ
る
退
任
）

※

今
回
よ
り
、
退
任
理
事
に
は
、

　

総
会
に
お
い
て

　

感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
呈

紙面の都合上、一部のみの掲載とさせていただきます。

▲活動報告・事業計画・決算・予算・役員一部改選などの
　提案を行った　西本義弘専務理事

名南会の経営戦略について　
西山知佐・名南ふれあい病院
理学療法士

中川診療所・昨年度の活動と
診療所リニューアルの運動　
服部繁治・理事、中川健康友
の会会長

名南会で初めてのデイサービ
ス庵の活動報告
小林真由美・名南診療所事務長

名南病院・地域と職員の共同
の組織活動
土肥カヅ子・理事、名南健康
友の会副会長

中期研修報告・名南病院の今
後の消化器内科の医療活動
高木万起子・名南病院内科医長

ＮＰＴ活動報告
早川モモ・名南病院研修医、
丹羽史架・名南病院医局事務

発言討議では、以下6名の方（敬称略）から発言がありました。

今
総
会
で
の
役
員
一
部
改
選

（
第
9
号
議
案
）
に
伴
う
、

新
任
・
退
任
理
事

（
要
旨
）

方
々
の
利
用
も
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
地
域
と
と
も
に
歩
む
名
南
会
の
発
展
に

役
立
て
て
い
き
ま
す
。
地
域
組
織
活
動
の
広
が

り
も
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
懇
談
会
や

健
康
講
座
の
取
り
組
み
が
予
定
を
上
回
る
参

加
が
得
ら
れ
、
地
域
訪
問
行
動
も
職
員
と
友

の
会
で
活
発
に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
資
金
協
力

が
、
件
数
で
前
年
比
１
６
０
％
と
広
が
り
、
９

０
，
７
２
２
千
円
（
前
年
３
４
，
８
３
８
千
円
）

と
大
き
く
伸
び
、
前
年
の
マ
イ
ナ
ス
か
ら
プ
ラ

ス
に
転
じ
て
い
ま
す
。

2
0
0
9
年
度
は
、
事
業
収
益
前
年
比
増
、
利

益
を
確
保
。
資
金
増
に
向
け
て
2
0
1
0
年

度
も
引
き
続
き
1
億
円
の
資
金
協
力
目
標
で

と
り
く
み
ま
す
。

腔
鏡
手
術
が
、
藤
田
保
健
衛
生
大
学
と
の
協

力
の
も
と
件
数
も
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。
乳
ガ

ン
検
診
を
２
年
連
続
１
０
０
０
件
を
超
過
達

成
し
、
前
年
度
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
導
入

以
降
、
さ
ら
に
前
進
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
０

年
度
は
、
高
木
万
起
子
医
師
の
中
期
研
修
か

ら
の
帰
任
に
よ
り
さ
ら
な
る
消
化
器
分
野
で

の
前
進
、
連
携
を
重
視
し
た
緩
和
医
療
分
野

で
の
取
り
組
み
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

　

在
宅
と
病
棟
と
の
連
携
強
化
も
進
み
ま
し

た
。
診
療
所
の
電
子
カ
ル
テ
と
相
互
参
照
シ
ス

テ
ム
導
入
が
行
わ
れ
、
カ
ル
テ
・
検
査
結
果
、

予
約
が
各
院
所
で
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

在
宅
と
病
棟
と
の
連
携
は
医
療
法
人
名
南
会

の
最
大
の
強
み
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
活
用
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
家
田
医
師
を
中
心
に
、
認
知

症
対
応
も
前
進
し
て
い
ま
す
。
認
知
症
外
来

か
ら
認
知
症
ケ
ア
チ
ー
ム
の
発
足
へ
と
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。
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